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今
年
は
共
同
作
業
所
な
ど

農
村
振
興
特
別
助
成
事
業

新
農
村
建
設
事
業
は
昭
和
三
十
一

年
度
よ
り
は
じ
ま
り
、
本
年
は
第

四
年
目
を
迎
え
た
。
わ
が
町
で
は

昨
年
咏
事
業
費

四
、
三
五
八
千
円

（
内

一
、
九
六
七
千
円
は
国

庫
補

助
）
で
青
年
研
修
所
外
五
件
の
建

設
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
達

成
の
た
め
に
活
用
し
て
い
る
が
、

本

年
度
は
、
大
木
戸
、
高
城
、光
明

寺
農
事
組
合
が
共
同
作
業
所
一
棟

二
二
坪
を
建
設
し
、
精
米
精
麦
圧

扁

な
ど
の
事
業
を
行
い
、
部
落
民

の
利
用
に
供
す

る
こ
と
に
な
り
、

又

小
坂
農
協
で
は
共
同
集
荷
所
一

棟
三
〇
坪
下
屋
二
〇
坪
を
建
築
し

農
産
物
、
果
物
幸

王
と
し
て
集
荷

し
、
共
同
選
別
、
荷
造
り
、
出
荷

と
統
制
あ
る
作
業
に
よ
っ
て
市

場

の
名
声
を
高
め
、
農
家
の
経
済
向

上
に
乗
り
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

い
ず
れ
も
十
一
月
下
旬
ま
で
に
完

成
す
る
予
定
で
関
係
者
は
は
り
き

つ
て
い
る
。
　
　
　

（
経
済
課
）

わ
れ
ら
の
青
年
学
級

Ｎ

Ｈ

Ｋ

で

放

送

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
毎
晩
青
年

の
学
習

に
役
立
つ
よ
う
な
放
送
を
し
て
い

る
が
、
去
る
十
二
日
午
後
七
時
四

十
分

か
ら
二
十
分
間
、
第
二
放
送

「
若
き
世
代
へ
」
の
時
間
に
、
わ

が
国
見
町
青
年
学
級
の
活
動
に
つ

い
て
の
座
談
会
を
開
き

、
そ
の
状

況
を
放
送
し
た
。
こ
の
放

送
は
録

音
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
当
夜

き
き
も
ら
さ
れ
た
方
は
、
こ
れ
を

利
用
し
て
下
さ
い
。

渮
当
日
の
出
席
者
は
次
の
通
り

（
小
坂
）
若
林
清
一
、
後
藤
好
美

（
藤
田
）
岩
城
重
夫
、
斎
藤
好
子

（
森
江

野
）
佐
久
ヽ
間
隆
蔵

（
大
木
戸

）
半
沢
　

博

［
写
真
］

は
登
山
第
一
日
の
家
形
ヒ
ュ
ッ
テ
に
於
け

る
一
行

夏
季
衛
生
十
則

夏
の
衛
生
に

注
意
し
ま
し
よ
う

国

見
町
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
幸
に

赤
痢
も
疫
痢
も
発
生
し
て

お
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
残
暑

の
季
節
に
か
け
て
あ
ぶ
な
い
で
す

か
ら
左
記
事
項

に
つ
い
て
特
に
気

を
つ
け
て
下

さ
い
。

一
、
家
の
ま
わ
り
の
清
掃
は
常
時

行
う
こ
と

二
、
食
事
の
前
後
に
は
必
ず
手
を

あ
ら
う
こ
と

三
、
食
物
は
す
べ
て
新
鮮
な
も
の

を
な
る
べ
く
煮
沸

し
て
た
べ
る

四
、
こ

ど
も
の
寢
冷
え
や
た
べ
す

ぎ
に
注
意
す
る
こ
と

五
、
夜
具
の
日
光
消
毒
を
す
る
こ

六
、
便
所
の
週
辺
に
薬
剤
を
散
布

す
る
こ
と

七
、
下
水
溝
は
特
に
掃
除
す
る
こ

八
、
便
っ
ぼ
に
は
ぷ
た
を
し
て
お

九
、
水
道
栓
に
ホ
ー
ス
を
つ
け
た

ま
ま
に
し
な
い
で
、
使
用
後
は

す
ぐ
に
取
り
は
ず
し
て
お
く
こ
’

十
、
下
痢

を
お
こ
し
た
ら
、
す
ぐ

医
師
に
か
か
る
こ
と

翻
か
や
は
え
の
駆

除
薬
剤
の
散
布

は
保
健
委
員
を
通
し
て
共
同
購

入
し
て
下
さ
い
。

（
厚
生
課
衛
生
係
）

吾
妻
登
山
の
記

Ｅ

七
月
二
十
五
日

昨
日
ま
で
の
長
雨

は
忘
れ
た
よ

う
に
夏
の
日
ざ
し
は
ま
ぶ
し
い
。

車
庫
に
集
っ
た
顔
ぶ
れ
は
、
昨
年

の
蔵
王
の
顔
な
じ
み
も
ず
い
ぶ
ん

い
る
。
明
日
登
る
愉
し
み
と
期
待

に
皆
子
供

の
よ
う
に
は
し
や
い
で

い
る
。

午
後
一
時
半
、
ハ

ミ
リ
カ
メ
ラ

に
見
送
ら
れ
て
出
発
、
「
国
見
町

公

民
舘
御
一
同
様
」
の
貸
切
。（

ス

は
、
新
装
の
国
道
を
一
路
高
湯
へ

と
急
ぐ
。
高
湯
で
小
憩
。高
湯
か
ら

今
日
の
泊
り
の
家
形
ヒ
ュ
ッ
テ
ま

で

徒
歩
の
予
定
が
、

バ
ス
会
社
の

サ
ー
ビ
ス
で
有
料
観
光
道
路
を
不

動
沢
橋
ま
で
Ｏ
Ｋ

と
の
こ
と
だ

。

高
湯
か
ら
水
呑
場
ま
で
あ
え
ぎ
な

が
ら
登
る
急
な
登
り
が
。
今
日
は

素
晴
し
い
（

イ
ツ

Ｉ
イ
を
福
島
市

街

を
見
お
ろ
し
な
が
ら
一
気
に
登

る
。
や
が
て
名
物
に
な
ろ
う
不
動

沢
橋
は
、
竣
工
が
間
近

く
、
六
〇

片
の
深
い
沢
を
ま
た
い
だ
鉄
骨
の

橋
梁
が
深
山
に
調
和
し
て
い
る
。

三
時
四
十
分
水
谷
塲
出
発
、
小

畑
リ
ー
ダ
ー
を

先

頭

に
一
列

縦

隊
、
賽
の
河
原
で
小
節
。
こ

の
あ

た
り
か
ら
盆
石

の
権
威
奥
山
旗
師

の
講
義
が
始

ま
る
。
賽
の
河
原
を

泗
ぎ
る
と
間
も
な
く
、
誰
か
が「
国

見
町
が
見
え
る
」
と
叫
ぶ
。
な
る

ほ
ど
石
母
田
林
道
や
越
洵
の
無
電

中
継
塔
な
ど
が
は
っ
き
り
眺

め
ら

れ
る
。
家
形
も
す
ぐ
目
の
前
に
あ

ら
わ
れ
る
。
砒
石
小
肌
、
夕
日
に

輝
く
ラ
ク
ゲ
、
シ
モ
フ
リ
が
美
し

い
。

シ
壬
フ
リ
の
す
ぐ
か
げ
が
吾

妻
小
富
士
と
の
こ
と
、
大
伊
森
を

す
ぎ
る
と
す
ぐ
ヒ
ュ
ッ
テ
だ
い
も

う
一
息
だ
。
こ
の
コ
ー
ス
を
つ
い

先
日
、
日
本
縦
走
隊
が
通
っ

た
そ

う
だ
。
五
時
四
十
五
分
ヒ
ュ
ッ
テ

に
っ
く
。
家
形

山
の
ふ
と
こ
ろ
に

抱
か
れ
た
ヒ
ュ
ッ
テ
の
炊
煙

が
な

つ
か
し
い
。
ヒ
ュ
ッ
テ
か
ら
の
町

の
灯
は
こ
と
さ
ら
に
美
し
い
。
飯

坂

辺

だ

ろ

う
、
ネ
オ
ン
が
見
え

る
Ｏ
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
）

平 泉 の 旅 ･藤田青年学級ク
リ
ー

ム
色
の
車
体
、

ゴ
ム

マ
リ
の
よ
う
な
ク
ッ
シ
ョ

ン
、

夢
に
ま
で
見
た
「
や
ま
び
こ
」

は
、
わ
れ
ら
一
行
五
十
四
名
を

の
せ
て
、
緑
一
色
の
み
ち
の
く

路
を
矢
の
・
よ
う
に
北
上
す
る
。

時
速
八
〇
冫

、
仙
台
の
雑
踏
、

松
島

の
絶
景
な
ど
見
向
き
も
せ

ず
、
や
が
て
あ
こ
が
れ
の
都
平

泉
に
っ
く
。
貝
田
部
落
を
思
い

出
す
位
の
町
だ
。
駅
前
で
は
ホ

ロ
馬
車
が
ビ
ー
ピ
ー
笛
を
な
ら

し
て
客
を
呼
ん
で
い
る
。
原
子

時
代
、
ス
ピ
ー
ド
時
代
に
な
っ

て
も
、
歴
史
の
・
町
は
、
昔
な
が

ら
の
静
か
な
町
、
情
緒
豊
か
な

里
で
あ
る
の
が
微
笑
ま
し
い
。

歩
い
て
約
二
十
分
、
私
達
は

中
尊
寺
の
入
口
に
。つ
く
。
ガ
イ

ド
の
案

内
で
、
老
杉
立
な
ら
ぶ

坂
道
を
上
る
。
こ
の
あ
た
り
月

見
坂
と
呼
び
、
ま
も
な
く
東
物

見
台
に
っ
く
。
こ
こ
は
一
番
見

は
ら
し
の
よ
い
と
こ
ろ
で
、
眼

下
に
横
た
わ
る
北
上
川

と
衣
川

の
合
流
点
あ
た
り
が
、
弁
慶
が

立
往
会
し
た
古
戦
場
ｔ

あ
る
と

か
。
こ
の
あ
た
り
一
帯
、
昔
は

侍
屋
敷
や
民
家
が
立
ち
並
び
、

仏
教
に
ょ
っ
て
乱
世
を
治

め
よ

う
と
し

た
藤
原
氏

扛（

中
尊
寺

を
は
じ
め
多
く
の
堂
塔
伽
ら
ん

を
建
立
し
た
。
併
し
そ
の
寺
や

屋
敷
も
兵
火
に
か
か
り
、
野
火

に
焼
か
れ
て
大
方
は
田
園
と
化

し
、
残
っ
た
も
の
は
数
少
い
。

平
泉
の
町
に
は
今
ぎ
お
ん
、町
、
。

柳
町
な
ど
ご

尽
都
の
町
名
と
同

じ
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

か
。中

尊
寺
前
で
昼
食
を
し
、
大

門

か
ら
木
坊

へ
、
そ
し
て
讃
衡

蔵
を
見
学
す
る
。
こ
れ
は
数
年

前
に
で
き
た
防
火
作
り
の
宝
物

舘
、
三
千
余
点
の
宝
物
が
展
覧

さ
れ
て
い
る
。
二
千
八
百
卷
の

一
切
経
を
蔵
す
る
経
堂
往
時
を

し
の
ぶ
絵
画
や
御
所
車
を
陳
列

す
る
懐
古
堂
を
見
て
金
色
堂
へ

向
う
。

金
色
堂
は
光
堂
と
も
呼
ば
れ

清
衡
、
基
衡
、
秀
衡
い
わ
ゆ
る

平
泉
三
代
の
廟
所
で
あ
る
。
堂

の
須
弥
壇

の
下
に
は
今
尚
完
全

な

ミ
イ
ラ
に
な
っ
た
三
人
の
遺

骸

が

安

置

さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
八
百
五
十
年
前
に
建
て
ら

れ
、
そ
の
後
百
八
十
年
、
荒
廃

甚
だ
し
い
の
を
悲
し
ん
だ
時
の

人
、
覆
堂（
さ
や
堂
）を
も
っ
て

こ
れ
を
守
っ

た
。
三
間
四
方
の

小
宇
で
あ
る
が
、
そ
の
柱
、
は

り
、
け
た
、
天
井
、
床
、
そ
こ
に

安
置
さ
れ
た
定
朝
作
の
仏
像
、

仏
具
、
す
べ
て
お
ど
ろ
ぐ

も
の

ば
か
り
、
八
百
年
の
昔
、
’東
北

の
片
い
な
か
に
こ
の
高
・い
文
化

を
築
い
た
藤
原
氏
の
偉
大
さ
と

い
う
よ
り
は
、
わ
が
国
の
文
化

の
高
さ
に
敬
服
せ
ず
に
は
お
ら

れ
な
い
。

五
月
雨
の
降
り
の
こ
し
て
や

光
堂

夏
草
や
っ
わ
も
の
ど
も
が
夢

の
あ
と

こ
こ
の
一
木

一
石
に
接
し
て
は

じ
め
て
芭
蕉
の
句
の
実
感
が
出

る
Ｏ三

時
九
分
、
後
髪
を
引

か
れ

る
思

い
を
の
こ
し
て
平
泉
を
立

つ
。
途
中
仙
台
の
夜
景
を
観
賞

し
て
十
一
時
す
ぎ
な
っ
か
し
の

わ
が
家
に
っ
い
た
。

私
た
ち
は
今
日
の
旅
行
で
、

歴
史
へ
の
感
動
と
、
人

の
世
の

う
っ
り
か
わ
り
を
強
く
身
を
も

っ
て
感
じ
と
る
事
が
で
き
た
。

そ
し
て
史
蹟
「
あ
っ
か
し
」
を

も
っ
わ
れ
ら
は
、
洫

史
を
通
し

て
平

泉
に
っ
な
が
り
、
藤
原
氏

と
も
無
縁
で
な
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
の
で
あ
る
。

八
月
二
日
・
矢
部
安
男
記

小坂峠

第
二
期
工
事
着
工

ｒ
Ｉ
ｉｒ

Ｉ
　

ｉ
ｌ
　

ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

東

北

の

十

国

峠

実

現

へ

↑
－
―
－
－
1
1
1
1

！
Ｆ

Ｉ
―
　
I
　
1
1
1
1

ｒ
ｉ
ｌ
―
！
・
－
－
。
ｉ
―
ｌ

昨
年
か
ら
五
ヶ
年
計
画
で
小
坂
峠

を
改
修
し
、
山
の
神
か
ら
頂
上
に

か
け
て
六
肩
幅
の
自
動
車
道
路
を

開
き
、
裏
日
本
と
の
最
短
路
を
確

保
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
本
年

度
も
安
細
組
の
請
負
で
着
工
さ
れ

た
。
本
年
度
は
延
長
三
二
〇
び
、工

費
七
五
〇
万
円
で
、
完
成
の
あ
か

つ
き
は
、
交
通
と
観
光
価
値
を
兼

備
し
た
、
東
北
・の
十
国
峠
と
し
て

極
め
て
高
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。

吾
妻
登
山

後
日
譚

ハ

ミ
リ
試
写
と

反
省
会

七
月
二
十
五
一
六
日
行
な
わ
れ
た

Ｅ
‥
妻
登
山

の
一
行
四
十
五
名

は
、

本
月
五
日
夜
青
年
研
修
所
で
友
省

会
を
開
き
、
登
山
の
際
撮
影
し
た

ハ

ミ
リ
映
画
の
試

写
鑑
賞
し
、
各

自
写
し
た
写
真
を
集
め
て
記
録
ア

ル
バ
ム
を
作
り
、
公
民
舘
に
寄
附

し
た
。
尚
明
年
は
蔵
王
登
山
を
希

望
す
る
も
の
が
圧
倒
的
だ
っ
た
。

こ

れ
で

安
心

三

十
円

の
偉
力

「
自

転

車

の

登

録

を
し

ま
し
よ

う
」

自
転
車
の
盗
難
予
防
と
被
害
回
復

の
た
め
に
、
併
せ
て
置
去
り
自
転

車
の
発
見
の
た
め
に
、
必
ず
自
転

車
の
登
録
を
し
ま
し
よ
う
。

○
軍
に
は
車
籍
標
を
つ
け
る

○
警
察
署
に
車
籍
カ
ー
ド
保
管

○
持
主
は
所
有
者
カ
ー
ド
所
持

愛

の
図
書

三
輪
車
一

台

第
九
回
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動

実
施

に
つ
い
て
、
わ
が
国
見
町
社

協
並
に
司
法
保
護
司
会
で
は
、
婦

人
会

の
協
力
を
得
て
、
町
内
よ
り

古
図
書
、
雑
誌
等
の
献
納
運
動
を

す
す
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ほ

ど

四
、
五
六
四
冊
の
寄
付
が
ま
と

ま
っ

だ
の
で
、
七
日
こ
れ
を
福
島

保
護
観
察
所
へ
送
っ
た
。

〔

厚

生

課

〕

水
稲
の

最
後
の
仕

上
げ

穂
首
い
も
ち
病
の
防
除

薬
剤
の
予
防
散
布
で

．

一
、
出
穂
期
別
に
防
除
計
画
を
た

て
ま
し
よ
う
　
　
　
　
匸

早
生
、
中
生
、
晩
生
種
別

に
防

除
計
画
を
た
て
る

二
、
薬

剤
散
布
の
時
期
は
　
　

”

１

、
穂
ば
ら
み
期
（
出
穂

前
）
に

薬

剤
散
布
を
行
な
い
、
病
菌

の
密
度
を
で
き
る
だ
け
下
げ

て
出
穂
さ
せ
る

２

、
出
穂
初
期
に
散
布
七
て
穂

首
を
守
る

３

、
枝
梗
い
も
ち
の
多
い
と
こ

ろ
は
穂
揃
五
日
後
頃

に
さ
ら

に
散
布
す

る

三
、
農
薬
は

水
銀
粉
剤
又
は
水
銀

製
剤
（
乳

剤
水

和
剤
）
を
使
う

四
、
落
水
は

山
間
高
冷
地

を
除
い
て
ぼ
普
通

よ
り

Ｉ
〇
日
位
お
く
ら
せ

る

五
、
薬

剤
散
布
上
の
注
意

１

、
薬
剤
は

Ｉ
〇
ア
ー
ル
当
り

三

キ
ロ
グ
ラ

ム
を
均
一
に
散

布
す
る

２

、
降
雨
続
き
の
際
は
小
雨
時

に
お
い
て
も
薬
剤
散
布
を
臾

施
す
る

○
く
わ
し
い
こ
と
は
普
及
員

に
お

た
ず
ね
下
さ
い

（

経

済

課

）

議会だよリ

七
月
臨
時
町
議
会

国
民
健
康
保
険
殖

の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
件
な
ど

審
議

七
月
十
六
日
町
議
会

臨
時
会
が
開
か
れ
、
会

期
は
一
日
、
議
案
は
次
の
通
り

日
程
第
一
　

国
見
町
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
改
正

の
件

税
率
の
改
正
で
、
昨
年
に
比

し
所
得
割
で

百
分
の
〇
、
一

増
、資
産
割
で
百
分
の
四
、
二

二
緘
、
被
保
険
者
均
等
割（
被

保
険
者

）
一
人

に
つ
き
四
十

円
増

、
世
帯
別
平
等
割
は
昨

年
と
同
じ
で
、
原
案
通
り
可

決
さ
れ
た
。

日

匣

第

二
　

国

見

町

職

員

の

給

与
勤
務
時
間
そ

の
他
勤
務
条

件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正

の
件

国
家
公
務
員
の
給
与
改
訂
に

準
じ
て
．の
改
正

で
、
そ
の
内

容
は
六
月
支
給
の
期
末
手
当

百
分
の
十
五
増
額
、
初
任
給

引
上
げ
一
部
号
給
の
昇
給
期

間
の
短
縮
暫
定
手
当
を
廃
止

し
て
木

俸
繰
入
等
で
原
案
通

り
可
決
さ
れ
た
。

伊
達
地
方
町
議
会

議
員
大
会

七
月
二
十
六
日
、
伊
達
町
に

第
八
回
伊
達
地
方
町
議
会
議
員

大
会
が
開
か
れ
、
本
町
か
ら
も

全
議
員
が
出
席
、
次
の
案
件
が

採
択
さ
れ
た
。

气

県
道
藤
田
～
小
坂
線
、
藤

田
～
保
原
線
、
藤
田
～
梁
川

線
、
梁
川
～
貝
田
線
の
改
良
、

幅
員
の
拡
張
実
現
方
要
請
の

件
一
、
旧
国
道
四
号
線
を
県
道
に

編
入
方
要
望
に
つ
い
て

一
、
主
要
県
道
の
舗
装
、
幅
員

。
拡
張
促
進
方
要
望
に
に
つ
い

て
一
、
町
村
議
会
事
務
局
設
置
促

進
方
に
つ
い
て
外
五
件

○

八

月

三

十
二

日

ま

で
△
お

忘

れ

な

く
…
…
一・・
町

県

民

税

第

二

期
　
・
　
国

民

健

康

保

陣
『
税

第

二

期

く
に
み



第1 回 生活改善講座開く
栄 養 素 な ど の 研 究

国

見
町
連
合
婦
人
会

と
生
活
改
善

推
進
委
員
会
共
催
の
第
一
回
生
活

改
善
講
座

は
、
七
月
二
十
七
日
午

前
九
時

か
ら
青
年
研
修
所
で
開

か

れ
た
。
各
部
落
か
ら
推
せ
ん
さ
れ

た
婦
人
四
十
五
名
は
佐

久
間
、
古

宮
両
先

生
を
講
師
と
し
て
、
婦
人

解
放
と
生
活
改
善
、
生
活
の
合
理

化
と
迷
信
追
放
な
ど
多
彩
な
学
習

を
展
開
し
、
午
後

は
主
と
し
て
栄

養
素
に
っ
い
て
く
わ
し
く
勉
強
し

た
。
筒
学
習
は
幻
灯
を
利
用
し
て

面
白
く
す
す
め
ら
れ
、
お
ひ
る
休

に
は
歌
や
踊
を
練
習
し
て
ほ
ん
と

う
に
楽
し
い
一
日
で
あ
っ
た
。

次

回
は
八
趾
仁
十
六
－
8
1午

前
九
時

生
活
の
合
理
化

と
迷
信
陋
習
の
打

破
に
つ
い
て
勉
強
す
る
。

部
落
の
婦
人
会
長
は
、
前
と
同
じ

方
法
で
講
座
生
を
推
せ
ん
し
、
地

区
婦
人
会
長
は
こ
れ
を
と
り
ま
と

め
、
八
月
二
十
日
ま
で
に
公

民
舘

に
報
告
す
る
。
地
区

定
員
次
の
通

り
。
（
　

）
内
は
第
一
回
の
出
席
数

小
　

坂
　

一

〇

（
　

八

）

藤
　

田
　

ニ

ー
　（

一

八

）

森

江

野

’

一

三

（

一

〇

）

大

木

戸
　
　

六

（
　

四

）

大
　

枝
　
　

五

（
　

四

）

④
講
座
に
つ
い
て
問

答
二
三

Ａ
食
生
活
改
善
の
必
要
な
こ
と
は

わ
か
つ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
栄

養
料
理
の
実
習
で
も
し
た
い
。

答
そ
れ
は
希
望
者
で
グ
ル
ー
プ
を

つ
く
り
、
先
生
を
た
の
ん
で
講

習
す
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た

い
。
こ
の
講
座

は
な
る
べ
く
広

い
多
く
の
人

々
に
生
活
改
善
の

大
切
な
こ
と
を
さ
と
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
一
人

の
百
歩
前
進
よ
り
百
人
の
一
歩

前
進
を
の
ぞ
ん
い
ま
す
。

Ｂ
一
回
だ
け
で
な
く
、
次
回
も
っ

づ
け
て
出
席
し
た
い
が
。

答
希
望
者
は
何

回
で
て
も
よ
い
が

そ
の
た
め
に
他
の
人
の
出

席
を

さ
ま
た
げ
て
は
よ
く
な
い
。
毎

回
必
ず
新
人
を
出
席
さ
せ
る
の

が
立
て
ま
え
で
す
。

Ｃ

抽
象
的
な
頭

の
学
習
よ
り
実
際

的
な
技
術
の
方
が
大
切
だ
と
思

う
が
。

答
日
本
の
婦
人
は
も
っ
と
考
え
る

態
度
と
力
を
学
び
た
い
。
考
え

る
婦
人

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

人

生
学

校
（

修
行

の

う
た
）

猫
の
皮

と
人
の

皮

春

日

佑

幸

こ
れ
は
と
思
う
時
に
だ
け

よ
そ
ゆ
き
風
の
声
色

や

殊
勝
な
態
度
を
み
せ
な
が
ら

そ
れ
が
す
ぎ
る
と
別
人
の

す
が
た
に
も
ど
る
仕
掛
で
は

メ
ツ
キ
が
は
げ
た
わ
け
だ
か
ら

こ
れ
は
と
思
う
時
に
だ
け

猫

を
か
ぶ
る
と
い
う
こ
と
は

偽
善
的
と
も
い
わ
れ
る
が

り
っ

ぱ
な
人

の
ま
ね
を
し
て

一
生
そ
れ
を
通
す
な
ら

そ
れ
は
尊
い
修
養
だ

だ
か
ら
こ
の
ま
ま
人
間
の

皮

を
か
ぶ
つ
て
い
な
が
ら
も

こ
の
向
上
の
い
と
な
み
を

続
け
て
行
こ
う
と
い
う
な
ら
ば

偽
善
ど
こ
ろ
か
格
段
に

尊
い
人
間
形

成
だ

い
つ
も
愛
想
よ
く
奉
仕
し
て

い
る
店
が
繁
昌
し
、
誠
実
明

朗
な
人
肌
青
い
鳥
が
と
ん
で

く
る
世
の
中
な
の
に

伸
び
る
ヽ
途
上
に
あ
り
な
が
ら

謙
虚
な
態
度
を
忘
れ
は
．て

む
や
み
に
あ
た
り
ち
ら
す

の
は

見
込
の
う
す

い
存
在
だ
．

若
い
頃
に
は
何
ご
と
も
．

ま
あ
ま
あ
と
い
う
人
間
が

昔
の
例
を
ま
く
し
た
て

り
き
み
か
え
っ
て
い
る
な
ら
ば

悪
く
と
し
よ
っ
だ
標
木
だ

何
し
ろ
人
生
修
業

に
は

り
つ
ぱ
な
皮

を
研
究
し

そ
れ
を
じ
ぶ
ん
の
身
に
つ
け
る

向
上
練
磨
の
精
神
を

忘
れ
な
い
の
が
幸

福
を

も

た
ら
す
基
礎
で
あ

る
そ
う
な

＋
７
妍

そ

ろ

つ

て

楽

し

い

学

習

森
江
野
夫
妻
学
級

お
と
な
の
学
習
活
動
を
、
心
か

ら
楽
し
く
豊
か
に
、
み
ん
な
が
喜

ん
で
集
る
よ
う
に
し
た
い
。

と
う
ち
や
ん
は
、「

な
ん
の
集
り

だ
、
か
ん
の
会
議
だ
。」
と
毎
晩
の

よ
う
に
よ
く
出
て
歩
く
が
、
女
は

出
ら
れ
な
い
。
そ
こ
を
夫
婦
そ
ろ

っ
て
出

か
け
ら
れ
る
集
り

に
で
き

な
い
も
の
か
。

婦
人
会
や
学
校
参
観
日

に
、
と

て
も
た
め
に
な
る
い
い
お
話
を
き

い
て
来
た
の
で
、
と
う
ち
や
ん
に

話
し
か
け
る
と
、「

お
ら
う
ち
で
は

そ
い
つ
は

ど
う
も
Ｉ
Ｉ
」
と
に
げ

ら
れ
る
。
ほ
ん
き

で
考
え
る
に
は
、

ど
う
し
て
も
夫
婦

い
っ
匸

よ
に
学

習
す

る
に
限
る
。
　
　
　
――ｌｊ

昭
和
三
十
三
年

の
暮
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
役
員
や
地
域
の
主
だ
っ
た
方
方

か
ら
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
学
習
し
た

ら

と
い
う
話
が
出
て
き
た
。
湯
野

小
学
校
長
今
井
豊
蔵
先
生
の
ご
指

導
も
う
け
た
。

そ
こ
で
学
習
計
画
の
骨
組
み
を

年
間
十
五
回
位
と
し
、
農
繁
期
は

月
一
回
、
農
閑

期
は
二
回
以
上
や

る
こ
と
と
し
、
運
営
委
員
会
が
で

き
、
生
徒
屯
書
ま
っ
て
一
月
か
ら

毎
回
必
ず
感
想
発
表
（

ラ
ジ
オ
、

新
聞
、
雑
誌
な
ど
か
ら
最
近
感
じ

た
こ
と
）
を
す
る
。
ま
た
簡
単
な

レ
タ
も
入
れ
る
。
通
知
な
ど
は
、

○
月
○
日
　

森
江
野
夫
妻
学
級

△
△
△
ご
夫
妻
毆

学
習
日
の
お
知
ら
せ

雨
が
ふ
つ
た
り
、
暗
か
つ
た
り

す
る
と
、
あ
つ
ま
る
の
に
お
互

に
難
儀
し
ま
す
の
で
、
こ
ん
ど

の
学
習
日
も
わ
れ
わ
れ
夫
婦
の

仲
の
良
さ
で
、
好
天

気
に
な
り

ま
す

よ
う
に
み
ん
な
で

祈
り
ま

し
よ
う
。
日
程
は
次
０‐
と
お
り

で
す
。
ぜ
ひ
お
揃
い
で
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

記

气

と
き
・
と
こ
ろ

○
月
○
日
　

午
後
七
時
半

小
学
校
礼
法
室

二
、
学
習
す
る
こ
と

「
家
庭
を
明
か
る
く
し
、
家

族
が
い
つ
そ
５

む
つ
ま
じ
く

す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
。」
の
ま
と
め
を
す
る
。

三
、
学
習
の
し
か
た

司
会
を
お
い
て
話
し
あ
い
を

す

る
こ
と
を
主
と
す

る
。

四
、
い
つ
も
の
と
お
り
、
お
茶

代
や
講
師
先
生
を
た
の
ん
だ

時

の
お
礼
に
使
う
た
め
に
、

ご
夫
妻
で
弐
拾
円
持
つ
て

き

て

く

だ

さ

い

。

と

い

う

ふ

う

に

し

て

い

る

。

当

日

は

、

と

て

も

申

し

分

の

な

い

よ

い

運

営

ぶ

り

で

、

出

席

は

百

パ

ー

セ

ン

ト

、

発

言

も

な

ご

や

か

で

み

ん

な

睦

ま

じ

い

夫

妻

の

あ

っ

ま

り

で

あ

る

。

な

お

、

夫

妻

学

級

の

生

徒

心

得

は

、

次

の

三

ヶ

条

で

、

と

て

も

よ

く

守

ら

れ

て

い

る

。

日

、

お

互

に

年

を

忘

れ

、

童

心

に

か

え

る

こ

と

‥一
］‥
、

お

互

に

地

位

を

忘

れ

、

聚

や

す

く

た

い

ら

に

接

し

あ

う

㈱

、

夫

妻

互

に

い

た

わ

り

あ

い

助

け

あ

う

こ

と

こ

う

し

て

生

徒

夫

妻

は

、

農

作

業

や

い

ろ

い

ろ

の

役

割

で

忙

し

い

な

か

に

も

、

次

の

学

習

日

が

く

る

の

を

心

か

ら

楽

し

み

に

待

っ

て

い

る

。
　
　
　
　

（

鈴

木

彦

衛

記

）

成
人
学
級

を

や
り

ま
し

よ
う

開
設
も
運
営
も

自
主
的
に

「
青
年
に
は
青
年
学
級
あ
り
、
婦

人
に
婦
人
学
級
が
あ
る
の
に
、
お

や
ぢ
に
は
何
の
学
級
も
な
い
の
は

不
公
平
だ
」

‘と
の
声
が
出
て
い
る

の
で
、
国
見
町
公
民
舘
で
は
こ

ん

ど
、
お
や
ぢ
さ
ん
に
入
っ
て
い
た

だ
く
成
人
学
級
を
始
め
る
こ

と
に

な
っ
た
。

こ
れ
は
お
と
な
の
方
方
の
人
格
を

尊
重
し
、
そ
の
設
置
も
運
営
も
学

級
生
の
自
主
性
に
よ
っ
て
行
な
う

の
で
、
希
望
者
は
奮
っ
て
参
加
し

て
下

さ
る
よ
う
簗
ん
で
い
る
。
爾

開
設
希
望
者
は
学
級
開
設
要
項

に

従
っ
て
三
十
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
り
、
開
設
報
告
書
を
提
出

す
る
。
規
定
の
要
件
を
そ
な
え
た

学
級
に
対
し
て
は
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
く
わ
し
い
こ
と
は
各
小
中
学

校
の
校
長｛
（
公
民
舘
主
事
）
先
生

に
御
相
談
下
さ
い
。

レ
コ
ー
ド

コ
ン
サ
ー
ト
案
内

天
高
く
気
う
ら
ら
か
に
し
て
、
月

色
玲
瓏
た
る
初
秋
の
宥
に
、
心
ゆ

く
ま
で
名
曲
に
耳
を
か
た
む
け
、

美
し
い
音
楽
を
味
わ
う
た
め
、
左

記
に
よ
り
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
き
ま
す
。
皆
様
の
御
参
会
を

心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。

と
き
　
　

九
月
十
淞
日
夜

と
こ
ろ

青
年
研
修
所

か
ね
　
　

金
五
十
円

申
込
　
　

九
月
十
五
日
迄
会
費

を
そ
え
て
公
民
舘
へ

主
催
　
　

音
楽
愛
好
グ
ル
ー
プ

（
代
表
村
上
光
芳
）

後
援
　
　

国
見
町
公
民
舘

ＰＴＡ訪問記( ２)

( 藤　田　小　の　巻)

子

ど
も

に
と
っ
て

楽
し
い
は

ず
の
夏
休

が
か
え
っ

て
た
い
く

っ
に
な
っ

た
り
、
惡

の
道
へ
の

入
口
に
な

っ
た
り
し

て
は
、
家

庭
の
親
た

ち
に
と
っ

て
も
、
学

校
の
先
生

方
に
と
っ
て
も
、
と
か
く
心
配

の
た
ね
に
な
り
か
ね
な
い
。
藤

田
小
学
校
で
は
こ
の
点
微
細
に

わ
た
っ
て
対
策
を
立
て
戸
Ｐ
Ｔ

Ａ
は
こ
の
学
校
側
の
企
及
に
全

面
協
力
を
し
て
い
る
よ
ｙ

だ
。

「
休
中
学
校
と
児
童
の
心
を
結

び
っ
け
て
お
く

た
め
に
Ｉ

―
」

と
い
っ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
参
謀
格

後
藤
先
生
は
、
休
中
の
夏
季
施

設
を
列
挙
さ
れ
る
。

山
の
植
物
採
集
会
　

鬼
面
山

海
浜
採
集
会
　
　

荒
浜
海
岸

ら
く
や
き
の
会

植
物
を
し
ら
べ
る
会

音
楽
教
室

児
童
召
集
日
全
校
並
に
学
年

な
ど
、
そ
の
教
育
的
意
図
を
説

明
さ
れ
る
の
を
き
く
と
、
子
ど

も
で
な
く
と
も
学
校
に
き
た
く

な
る
。
次
に
児
童
の
自
発
的
研

究
の
た
め
に
は
図

書
室
、
音
楽

室
、
理
科
室
、
工

作
室
、
プ
ー

ル
等
学
校
施
設
の
一
切
を
開
放

し
て
そ
の
利
用
に
供
し
て
い
る

と
の
事
。
・

今
日
は
、
宮
町
北
部
落
子
供

会
の
写
生
会
が
あ
る
と
い
う
の

で
青

年

研

修

所
に
行
っ
て
み

る
。
講
堂
に
は
、
す
で
に
か
き

あ
げ
ら
れ
た
子
ど
も
だ
も
の
図

画
が

Ｉ
ぱ
い
は
ら
れ
て
い
る
。

炊
事
塲
で
は
会
食
用
の
お
か
ず

作
り
に
十
数
人
の
お
母
さ
ん
が

汗
だ
く
で
あ
る
。
風
呂
も
す
で

に
わ
い
。て
い
る
。
会
食
を
し
、

ジ
ュ
ー
ス
を
一
木

づ
つ
ラ
ツ

パ

の
み
す
る
ほ
ほ
え
ま
し
い
顔
、

一
日
お
き
の
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

で
七
十
七
名
の
子
ど
も
の
心
は

完
全
に
掌
握
し
て
い
る
し
、
子

ど
も
の
か
す
が
い
と
し
て
親
た

ち
の
気
持
も
ぴ
っ
た
り
一
致
し

て
い
る
よ
う
だ
。・
他
の
部
落
で

も
大
て
い

Ｉ
～
二
回
づ
っ
は
こ

こ
を
利
用

し
て
、
お
楽
し
み
会

幻
灯
会
、
学
習
会
な
ど
を
や
っ

て
い
る
。

「
今
年
は
研
修
所
の
お

か
げ

で
、
大
変
助
か
り
ま
し
た
」
と

い
わ
れ
て
み
て
、
改
め
て
集
会

施
設
の
必
要
性
を
痛
感
し

た
。

黒
板
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
見
る

と
、
午
後
に
は
幻
灯
、
お
語
、

の

ど
じ
ま
ん
な
ど
あ
っ
て
四
時

終
了
と
の
こ
と
。

（

鈴

木

記

）

【
写
真
】
緑
陰
の
写
生
、
窓
か

ら
は
お
い
し
い
に
お
い
が
流

れ
て
く
る

婦
人
方
に
望
む

旱
　

田
　
　
　
盛

国
見
町
で
は
こ
の
度
、
青
年

の
補
導
員

が
各
部
落
に
設
け
ら

れ
、
子
ど
も
の
面
倒
を
見
て
い

た
だ
く
こ

と

に

な

り

ま
し
た

が
、
各
家
庭
の
お
母
さ
ん
方
も

歩
調
を
合
せ
て
「
児
童
が
心
身

と
も
に
健
や
か
に
生
れ
、
且
つ

育

成
さ
れ
る
よ
う
」
国

が
念
願

し
て
い
る
よ
う

に
お
子
さ
ま
方

の
し
つ
け
に
努
力
し
て
い
た
だ

ぎ
た
い
も
の
で
す
。

特
に
乳
幼

児
の
場
合
は
、
先

ず
妊
婦
の
健
康
管
理
か
ら
始
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
猫
の

手
も
借
り
た
い
晨
篶
期
に
は
や

む
を
得
な
い
こ
と
と
は
思

い
ま

す

が
、
経
営
の
合
理
化
を
は
か

り
、
家
族
労
働
力
の
適
正
な
分

配

を
考
え
て
、
婦
人
方
は
な
る

べ
く
軽
労
働

に
ま
わ
る
よ
う
工

夫
し
て
下
さ
い
。

勿
論
、
水
道
区

域
内
の
家
庭

で
は
水
道
を
引
き
、
台
所
の
働

き
を
楽
に
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

本
町
で
も
毎
年
未
熟
児
の
出

生
が
相
当
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

を
育
て
る
親
さ
ん
方
も
、
指
導

す
る
側
も
、
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
国
で
は
こ

ん
ど
、
未
熟

児
対
策
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
手

当
の
方
法
が
法
律
化
さ
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
か
な

か
、
丈
夫
に
育
て
あ
げ
る
こ
と

は
並
大
抵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
こ
れ
ら
が
、
乳
幼
児
の

死
亡
率
を
高
め
る
原
因
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
の
死
亡

率
の
高
い
低
い
が
、
そ
の
国
、

そ

の
町
村
文
化
の
水
準
を
推
定

す

る
基
準
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
な
る
べ
く
未
熟
児

を
う
ま
な
い
こ
と
で
す
。
そ
れ

に
は
、
妊
婦
の
健
康
管
理
が
大

切
で
す
。
妊
婦
の
栄
養
が
不
十

分
で
、
且
つ
過
労
の
場
合
、
又

は
妊
娠
中
絶
を
何
回
も
や
っ
た

母
体
に
未
熟
児
の
出
生
が
多
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
中

年
の
婦
人
に
多
い
よ
う
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
保
護
家
庭

は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
低
所
得
層
の

家
族
計
画
に
基
ず
く
受
胎

調
節

指
導
の
重
要
性
を
強
く
示

唆
し

て
い
ま
す
。
き
ゆ
う
り
で
も
う

ら
な
り
は
へ
ぼ
に
き
ま
っ
て
い

ま
す
。
産

ん
で
苦
労
す
る
よ
り

産
ま
ぬ
が
ま
し
で
す
。

次
に
は
、
こ
の
頃
の
・
ご
く
若

い
結
婚
婦
人
に
も
、
未
熟
児
の

出
生
が
割
に
多
い
と
い
わ
れ
ま

す
。
新
憲
法
で
は
、
若
い
娘
さ

ん
で
も
満
十
八
才
で
同
意
結
婚

を
、
満
二
十
才
で
自
由
結
婚
を

認

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
年
令
の
上
か
ら
の
こ
と
で
ミ

シ
ン
は
踏
め
て
も
、
生
理
、
衛

生
、
育
児
の
教
養
が
十
分
身
に

つ
い
て
い
な
い
う
ち
に
、
不
用

意
な
結
婚
生
活
に
入
る
結
果
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
家
族
計

画
と
は
、
こ
う
し
た
結
婚
前
期

に
お
け
る
準
備
教
育
を
十
分
身

に
つ
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
の

で
あ
り
ま
す
。
婦
人
の
休
養
と

教
養
の
た
め
、
婦
人
の
定
休
日

を
設
け
る
こ
と
な
ど
如
何
な
も

の
で
し
ょ
う
。
旦
那
様
方
と
よ

く
相
談
し
て
見
て
下
さ
い
。

編

集

後

記

○
盆
踊
り
の
新
生
活
運
動
は
？

老
若
男
女
、
親
子
夫
婦
、
心
か

ら
だ
の
し
く
揃
っ
て
踊
れ
る
踊

り
が
ほ
し
い
も
の
。
昨
年
の
森

江
野
地
区
の
や
り
方
な
ど
大
い

に
参
考
に
し
て
可
な
る
も
の
。

（
く

に
み
十
二
号
参
照
）

○
祭
り
の
新
生
活
運
動
は
？

祭

り

は

元

来

信

仰

か

ら

出

発

し

・

ｌ
　
　

ｓ
　
・

だ

も

の

、

従

っ

て

感

謝

と

む

っ

ｌ
　
　

ｅ
　
一

・
　
・
　
　

・
　
一
　
一
　
　

一

み

と

よ

ろ

こ

び

と

き

よ

め

と

た

の

し

み

と

で

あ

り

た

い

も

の

、

一
　
一
　
・
　
　

－
　
一

●
　一
　
　

一

一
　
一

う

ら

み

、

あ

ら

そ

い

、

け

が

れ

っ

か

れ

な

ど

、

も

ろ

も

ろ

の

社

会

悪

の

温

床

に

な

っ

て

は

神

様

に

対

し

申

わ

け

な

い

。

映
写
譏
購
入
資
金
寄
附
ど
し
ど

し
あ
つ
ま
る
。
百
の
論
よ
り
一

つ
の
実
行
。
　

。・

青
少
年
補
導

組
織
に
幾
つ
あ
り

や
。

曰
く
Ｐ
Ｔ
Ａ

校
外
補
導
委
員
会

曰
く
防
犯
協
会
青
少
年
補
導
部

曰
く
高
校
生
保
護
委
員
会

曰
く
Ｏ
Ｏ
部
落
青
少
年
補
導
委

員
会

曰
く
青
年
学
級

曰
く
青
少
年
団
体

そ
れ
で
爾
且
つ
こ
れ
ら
の
網
か

ら
こ
ぼ
れ
て
い
る
も
の
お
り
と

す
る
な
ら
、
網
が
破
れ
て
い
る

の
か
、
使

い

よ

う

が
悪
い
の

か
。
　
　
　
　

（
鈴
木

生
）

○
（
考
え
も
の
）
…
あ
な
た
は
ね
’ら

わ
れ
て
い
る
…
…
さ
て
や
た
し
を
ね
ら
っ
て
い
る
も
の
は
な
ん
で
し
よ
う
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